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武
貞

　誉
裕
議
員

た
け

　

 

さ
だ

　
　
　
　

 

た
か

　ひ
ろ

一般質問一般質問

町
長

必
要
だ
と
思
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
、

今
後
も
常
に
戦
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
事
業
者
や
医
療
従
事
者

な
ど
に
対
し
て
様
々
な
支
援
を
行
い
、

今
後
は
町
民
に
対
し
て
、
マ
ス
ク
や
消

毒
液
な
ど
も
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
町
内
に
は
正
確
な
人
数
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
少
な
か
ら
ず
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
い
ま
す
。
今
後
も
本
町
で
生
活
す
る

感
染
者
の
た
め
に
も
、
ケ
ア
は
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
対
策
を

尋
ね
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

長
期
的
な
対
策
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
心
身

の
ケ
ア
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
感
染
者
か
ら
の
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
情
報
発
信
を
初
め
、
臨
床
心
理
士

の
紹
介
な
ど
、
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
て
い
ま
す
し
、
他
に
も
悩
み
を
抱

え
た
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
声
を
反
映
す
る
こ

と
で
、
町
独
自
の
ケ
ア
な
ど
に
も
つ
な

が
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
町
の
対

策
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
の
ケ
ア
は

問問

動
画
へ
GO

武
貞

武
貞

町
長

久
保
田

　実
生
議
員

く

　
　ぼ

　
　た

　
　
　
　
　

 

み

　

 

し
ょ
う

骨
髄
バ
ン
ク
は
「
生
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
善
意
に
よ
っ
て
広
げ
て

い
く
」
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
は
約
53
万

人
で
、
移
植
希
望
者
は
1
8
6
2
人

（
と
も
に
今
年
1
月
末
）
で
す
。
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
登
録

者
が
足
り
ま
せ
ん
。

　
県
に
は
骨
髄
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）

へ
の
助
成
事
業
が
あ
り
ま
す
。
骨
髄

提
供
の
た
め
の
入
院
時
な
ど
に
、
7

日
間
を
上
限
に
、
1
日
2
万
円
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。
実
施
主
体
は
市

町
村
で
、
市
町
村
が
実
施
す
る
場
合
に
、

県
が
２
分
の
１
の
１
万
円
を
補
助
し

ま
す
。

　
県
下
で
は
24
市
町
村
が
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
添
田
町
は
未
実
施
で
す
。

事
業
実
施
に
向
け
て
町
長
の
見
解
を

尋
ね
ま
す
。

指
摘
、
提
案
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
と
し
て
気
付
か
な
い

部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
一
歩
進
め
る

久
保
田

骨
髄
ド
ナ
ー
へ
の

支
援
制
度
を

問問町
長

早
速
、
制
度
を
考
え
る

動
画
へ
GO

制
度
の
構
築
を
、
早
速
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
工
事
の
発
注
方
式
の
検
討
を

1113 171号（R3.4）

町
長

一口メモ

骨髄ドナーに登録で
きるのは、20歳～54
歳以下の方となりま
す。登録には、更に条
件があります。

詳しくは
ホームページへ 役場でも募集中

県内感染者の推移（県のホームページ）

こ
つ  

ず
い

令和3年1月16日
新規感染者数
411人

一般質問一般質問

171号（R3.4）12

木
材
の
使
用
は
必
要
と
考
え

ま
す
。
基
本
計
画
で
は
、
校
舎
の
内

装
の
木
質
化
を
入
れ
て
い
ま
す
。
提

案
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
法
な
ど
、
今

後
の
基
本
設
計
の
段
階
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

後
世
の
方
々
が
よ
い
学
校
と

思
う
よ
う
に
、
建
て
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
木
質
化
の
補
助
金
も
あ
り

ま
す
の
で
、
検
討
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
展
望
を
、
2
点
尋
ね
ま
す
。

① 

添
田
駅
周
辺
の
再
開
発

九
州
初
の
B
R
T
接
続
駅
と

な
る
添
田
駅
。
町
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

乗
降
客
の
利
便
性
を
図
る
と
、
今
よ

り
大
き
な
ロ
ー
タ
リ
ー
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
J
R
は
駅
舎
を
残
し
て

活
用
す
る
意
向
で
す
。
再
開
発
を
考

え
、
撤
去
を
要
望
し
ま
す
。

添
田
駅
は
、
列
車
と
B
R
T

の
接
続
、
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る

こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
駅
前
全
体
の
こ
と
を
考
え

て
Ｊ
Ｒ
や
県
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

② 

小
中
学
校
の
建
て
替
え

小
中
学
校
の
建
て
替
え
は
、

町
内
材
を
使
用
し
た
木
造
建
築
が
よ

い
と
考
え
ま
す
。
無
理
で
あ
れ
ば
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
木
造
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
法
が
あ
り
ま

す
。
林
業
の
町
と
し
て
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

中
嶋

　浩
二
議
員

 

な
か

　

 

し
ま

　
　
　
　

 

こ
う

　

 

じ

町
長

協
議
し
な
が
ら
進
め
る

町
の
将
来
展
望

問問

動
画
へ
GO

中
嶋

中
嶋

町
長

中
嶋

町
長

小
川

　浩
一
議
員

お

　

  

が
わ

　
　
　
　こ
う

　い
ち

町
長

計
画
に
沿
っ
て
行
う

現
在
、
朝
日
ヶ
丘
住
宅
の
建

て
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
に

も
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
町
営
住
宅

が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
町
民

が
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
、
整
備
が

必
要
で
す
。
今
後
の
団
地
の
建
て
替

え
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

町
営
住
宅
の
建
て
替
え
は
、

空
き
家
等
が
増
え
る
中
、
検
討
す
る

時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
を

基
本
と
し
て
、
財
政
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
ま
た
既
存
の

住
宅
も
随
時
、
改
修
を
行
う
予
定
で
す
。

町
営
住
宅
で
、
落
下
式
ト
イ

レ
は
3
5
3
戸
で
す
。
希
望
者
だ
け

で
も
簡
易
水
洗
に
改
修
し
て
は
ど
う

で
す
か
。
ま
た
世
帯
人
数
と
住
宅
規

模
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
も
あ
る
よ
う

で
す
。
増
築
す
る
許
可
や
、
新
た
な

補
助
金
制
度
を
作
る
な
ど
柔
軟
な
対

応
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

簡
易
水
洗
へ
の

改
修
や
増
築
な
ど
は
、
受
益
者
負
担

で
行
う
こ
と
は
可
能
で
す
。
模
様
替

え
な
ど
も
申
請
し
て
も
ら
え
ば
許
可

し
て
い
く
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
は
受
益

者
負
担
で
は
な
く
、
補
助
金
が
あ
れ

ば
改
修
す
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

住
宅
事
情
に
よ
る
他
市
町
村
へ
の
転

出
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
適
切
な

対
応
が
必
要
で
す
。

町
営
住
宅
の

建
て
替
え
と
改
修
は

問問

動
画
へ
GO

小
川

小
川

小
川

町
長

住
環
境
整
備
課
長

改修が続く町営住宅（真木）

木のぬくもりを感じる校舎（イメージ）

町
営
住
宅
の
ト
イ
レ
改
修



提案

議
会
の
提
案 

ー
コ
ロ
ナ
対
策
ー

安全運転を心がけるように呼びかけました。慌た
だしい毎日ですが、気持ちにゆとりを持って運転
をしましょう。

春の交通安全
街頭キャンペーンに参加

議長ノート

4月7日
議会の代表として、

活動報告をお届けします（畠田）

トピックストピックス
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コロナ克服を目指す決議

添田町議会だよりが
中学生による選挙啓発活動の

テキストに！

議会からの提言 第３弾を提出

　4月7日、議会で取りまとめた「新型
コロナウイルス感染症対策に関する提
言」を町長に手渡しました。

　3月19日、コロナに感染された方等
の人権への配慮に努め、感染症の克服
を目指すことを表明しました。

1 偏見や差別により、感染者が
住みづらくなるような言動や
SNSで拡散する行為を許し
ません。

1 見舞金の支給（申請制）
新型コロナウイルス感染者へ
見舞金5万円～10万円を1人
1回限り支給。

3 飲食店応援事業
スタンプラリーを実施し、飲
食店を支援。

2 ふるさと納税の事業者追加
現在の契約事業者だけでなく、
他の事業者とも契約し窓口を
広げて出品者を支援。

4 食料支援等（申請制）
PCR検査の結果、自宅療養が
必要とされた世帯に対し食料
や買い物を支援。

3 感染者等に対する心のケアに
努め、町、住民の皆さんと一体
となって感染症の克服を目指
します。

2 医療・介護従事者をはじめと
する関係者の方々に敬意を払
い、感染拡大防止に奮闘する
すべての皆さんに対し、感謝
の気持ちを忘れません。

提
言
内
容

決
議
内
容

　「こんにちは議会です」（170
号）を教材に、添田中学校の生
徒が議会について学び、動画
を作成しました。

◆3月22日…消防添田分署新庁舎落成式
　　　　　　田川東部環境衛生施設組合議会
◆4月 2 日…香春町立思永館落成式
◆4月 5 日…八女香春線国道昇格促進
　　　　　　期成会会計監査

その他の活動

決議とは、住民生活に直接かかわる緊
急・重大なことに関し、議会の意思を対
外的に表明するために行う決定のこと。

一口メモ

一般質問一般質問
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23
人
も
辞
め
て
、
そ
の
よ
う

な
状
況
は
つ
く
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　4
月
か
ら
の
移
行
は
、
中
止
し
た

ほ
う
が
よ
い
と
思
う
ほ
ど
の
重
大
な

状
況
で
す
。

利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
確

保
で
き
る
よ
う
光
和
苑
は
対
応
を
整

え
る
と
の
こ
と
で
す
。
我
々
は
監
視
、

注
視
し
て
い
き
ま
す
。
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の
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町
長

安
心
し
て
移
行
で
き
ま
す

養
護
老
人
ホ
ー
ム
錦
風
荘
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
は
、

民
営
化
に
よ
り
4
月
か
ら
光
和
苑
に

運
営
が
移
行
さ
れ
ま
す
。

　移
行
に
あ
た
り
利
用
者
が
安
心
し

て
移
行
で
き
る
の
か
、
職
員
体
制
が

整
っ
て
い
る
の
か
、
尋
ね
ま
す
。

　ま
た
、
錦
風
荘
と
特
養
そ
え
だ
の

職
員
退
職
者
は
何
人
で
す
か
。
ま
た

そ
の
理
由
を
尋
ね
ま
す
。両

施
設
合
わ

せ
て
50
人
中
23
人
の
職
員
が
退
職
し

ま
す
。

　理
由
は
年
齢
に
よ
る
も
の
、
起
業
、

転
職
、
ま
た
雇
用
条
件
に
不
満
と
い
っ

た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

在
職
者
が
23
人
も
辞
め
て
、

利
用
者
の
安
心
安
全
な
生
活
は
守
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
か
。

新
し
い
雇
用
も
職
員
教
育
も

行
う
の
で
、
安
心
し
て
、
移
行
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
施
設
、

利
用
者
の
安
心
・
安
全

問問
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沼
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沼

永
沼

町
長

保
健
福
祉
環
境
課
長

町
長

思
い

出の
ひこさん駅舎

79年間ありがとう

　彦山駅は英彦山神宮の赤い屋根と柱を
まねて、1942年に英彦山の玄関口として
建てられました。BRT化に伴い、4月から
解体されます。駅周辺の皆さんに、惜しむ
声や想いを聴きました。

解体は老朽しているので
やむを得ないが、
駅を避難所として使えるように
してほしいです（早戸さん）

駅100選にも載っている駅。
思い出のものがなくなって
悲しいです（原田さん）

さみしいですね。
観光の玄関口なのでイベント
できるスペースを作ってほし
いです（宮本さん夫妻）

幼いころ、鉄道官舎に
住んでいました。
なつかしいです（白土さん）

さみしいですね。
日本でも珍しいこの駅の形。
何かに残してほしいですね
（樋口さん夫妻）

毎日、駅を掃除して
くださっていました。


